
　
発
掘
調
査（
以
下
、発
掘
）は
、何
百
年
、何
千
年
前
の
歴
史
に
じ
か
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、新
た
な
発
見
の
作
業
で
す
。そ
れ
は
宝
探

し
で
は
な
く
、当
時
の
人
々
の
営
み
を
解
明
す
る
た
め
の
、考
古
学
の
最
前
線
の
活
動
で
す
。何
か
を
発
見
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、何
も
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
も
、重
要
な
成
果
の
一
つ
で
す
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
、市
域
の
至
る
と
こ
ろ
で
発
掘
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。今
回
の
展
示
か
ら
、発
掘
の
歴
史
や
、市
の
発
掘
の
歩
み
を
紹
介

し
ま
す
。期 間　８月23日㈯～11月３日㈪・㈷

　　　 ※９月16日㈫、10月21日㈫は休館です。

時 間　午前９時～午後５時
　　　 (入館は午後４時30分まで)

場 所　奴国の丘歴史資料館特別展示室

　
高
度
経
済
成
長
期
の
大
規
模
開
発
が

進
む
激
動
の
時
代
に
多
く
の
発
掘
に
携

わ
っ
た
講
師
が
、当
時
の
様
子
を
伝
え
ま

す
。

　
ま
た
、市
職
員
が
市
の
発
掘
に
つ
い
て

語
り
ま
す
。

日
時　
９
月
６
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

講
師　
島し

ま
づ津
義よ

し
あ
き昭
さ
ん（
肥
後
考
古
学

会
会
長
）

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

８
月
6
日
㈬
以
降
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
か
、窓

口
、電
話
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４
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５
７
３
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０
７
７

nakoku@
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考古企画展
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館 

考
古
企
画
展

発
掘
の

問い合わせ先
文化財課調査保存担当
（５０１）１１４４
F（５７３）１０７７
1016126

◆
大
正
時
代

　

日
本
考
古
学
の
父
と
も
い
わ
れ
る
濱は

ま
だ田

耕こ
う
さ
く作（
京
都
帝
国
大
学
総
長
）が
、考
古
学

の
目
的
や
調
査
の
手
法
、土
の
堆
積
順
で
年

代
を
決
め
る
方
法
な
ど
を
体
系
的
に
ま
と

め
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
今
日
の
発
掘
の
基
礎

と
な
って
い
ま
す
。

◆
昭
和
時
代

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、登と

ろ呂
遺
跡（
静
岡

県
）の
発
掘
が
行
わ
れ
ま
し
た
。考
古
学
だ

け
で
な
く
、地
質
学
、植
物
学
、動
物
学
、人

類
学
な
ど
、多
分
野
の
専
門
家
が
加
わ
っ
て

実
施
し
た
日
本
初
の
総
合
調
査
で
、そ
の
後

の
発
掘
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
か
ら
、全
国
的
に
考
古
学
関
係
の

ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、高
校
生
や
郷

土
史
家
な
ど
が
活
躍
し
ま
す
。

◆
江
戸
時
代

　
日
本
で
初
め
て
の
学
術
的
な
発
掘
は
、水

戸
黄
門
で
有
名
な
徳と

く
が
わ川
光み

つ
く
に圀
の
指
示
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。上か

み

侍さ
む
ら
い
づ
か塚・下し
も

侍
塚
古

墳（
栃
木
県
）を
発
掘
し
、記
録
後
は
遺
物

を
元
に
戻
し
、墳ふ

ん
き
ゅ
う丘
の
保
護
の
た
め
に
松
を

植
え
ま
し
た
。発
掘
の
み
な
ら
ず
、文
化
財

保
護
の
先
駆
け
と
も
い
え
ま
す
。

◆
明
治
時
代

　
ア
メ
リ
カ
人
の
エ
ド
ワ
ー
ド・Ｓ・モ
ー
ス

（
動
物
学
者
）が
、日
本
で
初
め
て
西
洋
式
の

手
法
を
用
い
て
大お

お
も
り森
貝
塚（
東
京
都
）を
発

掘
し
、報
告
書
を
出
版
し
ま
し
た
。近
代
科

学
を
取
り
入
れ
た
調
査
は
、日
本
の
考
古
学

の
出
発
点
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、高
度
経
済
成
長
期
の
開
発
に
伴

い
急
速
に
遺
跡
が
失
わ
れ
る
危
機
に
直
面
し
、

大
学
に
考
古
学
の
専
門
機
関
が
整
備
さ
れ

ま
す
。そ
こ
で
学
ん
だ
専
門
家
た
ち
が
全
国

の
自
治
体
に
配
置
さ
れ
、発
掘
の
担
い
手
に

な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
時
代
以
降

　

発
掘
の
手
法
も
進
化
し
、放
射
性
炭
素

年
代
測
定
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
、胎
土（
土
器
を

つ
く
る
粘
土
）分
析
な
ど
の
科
学
的
手
法
が

本
格
化
し
ま
す
。ま
た
、測
量
技
術
の
進
化

で
、ド
ロ
ー
ン
測
量
、赤
外
線
撮
影
、３
Ｄ
ス

キ
ャ
ン
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、掘
る
だ
け
で
は

分
か
ら
な
い
情
報
を
引
き
出
し
、当
時
の
様

子
を
よ
り
深
く
追
求
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

発
掘
の
歴
史

市 の 発 掘 の 歩 み

市の発掘の始まり

大学や県主体の調査

市主体の発掘へ

最新科学を応用した調査の導入・本格化

調査・分析手法のさらなる進化

　昭和４年に、森
もりもと

本六
ろ く じ

爾（考古学者）や京都帝国大学（現在の京都大学）
が、須玖岡本遺跡を初めて発掘しました（写真①）。

　昭和37年に、九州大学と県が須玖岡本遺跡を発掘しました（写真②）。
また、昭和41年に、県や春日町（現：春日市）が伯

はくげんしゃ

玄社遺跡を発掘し、
高校教師や学生なども多数参加しました。

　昭和52年以降は市主体で発掘をしています。
　弥生時代を中心とした数多くの遺跡が発掘・研究され、市域の歴史を
解明していきます。

　記録や分析の手法も進化し、平成28年の須玖岡本遺跡岡本地区20
次調査では、取り上げた甕

かめかん

棺の中に残った土を双眼実体顕微鏡で観察し
ながら発掘したところ、赤色顔料や人骨（歯）が見つかりました。
　また、地中レーダーや磁気探査を活用することで、効率的に調査がで
きます。令和6年の須玖岡本遺跡岡本地区28次調査では、あらかじめレー
ダーの反応をもとに調査範囲を限定し、甕棺墓を発見できました。
　郷土の歴史を継承していくため、子どもたちとともに校庭下の遺跡の地
中レーダー探査を実施しました（写真③）。

　最近では、土の中の有機質からＤＮＡを取り出す研究も進んでおり、い
まや掘った土もうかつには捨てられません。そしていつか、発掘にロボット
が活躍する日もくるかもしれません。
　展示を通して、発掘の“ミライ”を想像してみましょう。

①昭和４年の市で初めての発掘

②昭和37年の須玖岡本遺跡の発掘

③春日北小学校での地中レーダー探査
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